
一
八
八
九
年
ア
メ
リ
カ
・
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
宣

教
師
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
関
西
学

院
は
、
今
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。

そ
し
て
十
一
月
四
日
西
宮
市
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
央
講
堂
で
、
内
外
関
係
者
約
千
名
を
招
い
て
「
創
立
一

○
○
周
年
記
念
式
典
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

讃
美
歌
斉
唱
、
聖
書
朗
読
、
祈
祷
の
後
、
宮
田
満
雄
院

長
の
式
辞
、
来
賓
の
貝
原
俊
民
県
知
事
、
西
原
春
夫
日
本

私
立
大
学
連
盟
会
長
ら
よ
り
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

約
一
時
間
の
式
は
、
校
歌
「
空
の
翼
」
を
最
後
に
全
員

で
合
唱
し
、
無
事
終
了
し
た
。

ち
な
み
に
当
日
の
峻
高
齢
出
席
者
は
、
一
○
六
歳
の
衛

藤
衛
（
え
と
う
ま
も
る
）
さ
ん
。

衛
藤
さ
ん
は
旧
体
育
教
官
で
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
住
む
引
退
牧
師
。

約
八
十
年
ぶ
り
の
帰
国
で
、
上
ケ
原
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

は
初
訪
問
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
同
窓
生
を
対
象
に
し
た
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ｇ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
行
わ
れ
、
約
一
万

五
千
人
の
同
窓
と
そ
の
家
族
、
な
ら
び
に
関
係
者
が
集
ま

っ
た
。中

央
芝
生
に
設
置
さ
れ
た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
ブ

ラ
ボ
－
Ｋ
Ｇ
－
○
○
」
が
催
さ
れ
た
。

（
司
会
進
行
は
Ｏ
Ｂ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
西
樺
障
さ
ん
、

楠
淳
生
さ
ん
、
鎌
田
麗
子
さ
ん
の
三
名
）

オ
ー
プ
ー
ー
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
は
、
現
役
学
生
・
生
徒
や

教
職
員
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
百
人
が
、
一
○
○
周
年
記
念
雄
を

舞
台
上
の
旗
立
て
に
挿
入
。
ス
テ
ー
ジ
上
に
は
ブ
ル
ー
ア

あいさつをする宮田満撰跨癌

百β

副－１坐墾FOR聖E辺EE-q歴
ＫＷＡＮＳＥＩＧＡＫＵｌＮ

１００tｈ

関西学院
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１

蕊

鱗
》
鵜

ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
に
色
ど
ら
れ
た
百
本
の
旗
が
翻
っ
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
祝
賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
投
下
さ
れ
た

後
、
応
援
団
総
部
（
指
導
部
、
吹
奏
楽
部
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
）
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
軽
音
楽
部
な
ど
の
演
舞
、

演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
会
者
の
目
と
耳
を
楽
し
ま
せ

た
。最

後
は
「
ま
た
会
う
日
ま
で
」
を
合
唱
し
、
『
故
郷
関

学
』
を
皆
が
満
喫
し
た
一
日
は
暮
れ
た
。

こ
の
日
、
特
に
人
気
を
集
め
た
の
が
、
一
○
○
周
年
記

念
グ
ッ
ズ
販
売
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
セ
ー
タ
ー
、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
買
い
求
め
る
客
で
、
終
日
賑
わ
っ

た
。

左／新設当時の高等学部教職員と学生
中／原田の森時代の本館校舎正面
右／関西学院の創設者Ｗ・Ｒ・ランパス

『
鞘
覇
卵

こ
こ
で
関
西
学
院
百
年
の
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
。

一
八
八
九
年
九
月
二
十
八
日
。
兵
庫
県
知
事
よ
り
私
立

関
西
学
院
の
設
立
が
認
可
さ
れ
た
日
で
あ
り
、
創
立
記
念

日
で
あ
る
。

校
地
は
現
在
の
上
ケ
原
で
は
な
く
、
灘
区
王
子
公
園
の

一
角
に
あ
る
原
田
の
森
で
、
神
学
部
（
英
語
神
学
科
、
邦

語
神
学
科
）
と
普
通
学
部
（
予
科
、
本
科
）
の
二
学
部
の

み
で
あ
っ
た
。

学
生
数
は
二
十
名
足
ら
ず
、
教
授
も
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ

ス
を
含
め
て
六
名
と
い
う
小
じ
ん
ま
り
し
た
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

一
九
一
二
年
、
高
等
学
部
（
文
科
、
商
科
）
を
併
置
。

続
い
て
一
五
年
に
普
通
学
部
を
中
学
部
と
改
称
し
、
二

十
一
年
に
は
、
高
等
学
部
を
文
学
部
と
高
等
商
業
学
部
に

分
割
と
、
学
内
組
織
も
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
二
十
九
年
に
は
、
原
田
の
森
よ
り
上
ケ
原
へ
全

校
挙
げ
て
移
転
し
、
こ
れ
が
将
来
の
大
発
展
へ
の
足
が
か

り
と
な
っ
た
。
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識

１
７２
１

応援団総部の勇姿 関学の象徴、時計台

待
望
の
大
学
の
設
立
が
認
可
さ
れ
た
の
は
三
十
二
年
の

こ
と
で
、
そ
の
二
年
後
に
当
時
の
院
長
Ｃ
・
Ｊ
。
Ｌ
・
ベ

ー
ッ
が
初
代
学
長
に
就
任
し
た
。

ベ
ー
ッ
は
関
西
学
院
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
「
旨
缶
、
‐

弓
画
”
母
国
○
詞
印
画
”
角
﹇
○
国
」
（
奉
仕
の
た
め
の
錬
達
）

を
提
唱
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

三
十
三
年
、
北
原
白
秋
作
詞
、
山
田
耕
搾
作
曲
に
よ
る

校
歌
「
空
の
翼
」
が
完
成
し
、
現
在
も
唱
い
つ
が
れ
て
い

る
。三

十
四
年
、
大
学
に
法
文
学
部
（
法
学
科
、
文
学
科
）
、

商
経
学
部
（
商
業
学
科
、
経
済
学
科
）
が
設
置
さ
れ
総
合

大
学
へ
向
け
て
着
実
な
歩
み
を
続
け
る
。

と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
関
西
学
院
も

暗
黒
の
時
代
に
入
る
。

四
十
年
に
は
、
外
国
人
教
授
が
全
員
帰
国
し
、
学
生
も

学
徒
動
員
に
招
集
さ
れ
、
学
校
の
機
能
は
実
質
停
止
し
て

し
ま
っ
た
。

そ
し
て
終
戦
…
…
。

戦
地
に
散
っ
た
数
多
く
の
若
い
命
と
ひ
き
か
え
に
訪
れ

た
平
和
と
共
に
、
教
師
、
学
生
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
上

ケ
原
へ
戻
っ
て
き
た
。

四
十
六
年
に
は
、
機
構
改
革
で
大
学
が
、
文
学
部
、
法

学
部
、
経
済
学
部
の
三
学
部
と
な
る
。

新
学
制
に
よ
る
中
学
部
の
開
設
は
四
十
七
年
。

大
学
は
そ
の
翌
年
に
、
い
わ
ゆ
る
新
制
大
学
が
文
学
部

（
日
本
文
学
科
、
英
文
学
科
、
哲
学
科
、
神
学
科
、
心
理

学
科
、
教
育
学
科
、
社
会
学
科
）
、
法
学
部
（
法
律
学
科
、

政
治
学
科
）
、
経
済
学
部
の
三
学
部
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

た
。そ

の
後
、
五
十
一
年
に
商
学
部
、
五
十
二
年
に
神
学

部
、
六
十
年
に
社
会
学
部
、
六
十
一
年
に
理
学
部
（
物
理
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学
院
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
）
も

今
回
で
ほ
ぼ
終
了
。

し
か
し
、
百
周
年
は
あ
く
ま
で
時
間
の
流
れ
の
中
で
の

一
通
過
点
で
し
か
な
い
。

こ
れ
か
ら
先
、
二
百
年
、
三
百
年
へ
と
向
か
う
関
西
学

院
の
新
た
な
る
契
機
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
さ
に
「
い
ま
第
二
世
紀
へ
」

尚
、
関
西
学
院
百
年
の
歴
史
を
約
伽
枚
の
写
真
で
構
成

し
た
「
関
西
学
院
の
加
年
」
（
Ａ
４
版
、
剛
ペ
ー
ジ
、
限

定
４
０
０
０
部
）
を
発
売
中
。
定
価
５
０
０
０
円
、
送
料

Ⅷ
円
。詳

し
く
は
、
Ｋ
Ｇ
ク
レ
セ
ン
ト
雷
０
７
９
８
‐
５
２
１

４
２
０
７
ま
で
。

謹識：

7３

学
科
、
化
学
科
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
。

文
学
部
も
五
十
一
年
に
史
学
科
、
五
十
二
年
に
美
学
科
、

五
十
九
年
に
ド
イ
ツ
文
学
科
、
六
十
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
文

学
科
が
増
設
さ
れ
、
合
計
九
学
科
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
大
学
院
（
修
士
・
博
士
課
程
）
は
全
学
部
全
学
科

共
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
大
学
七
学
部
に
、
中
・
高
等
部
を
含
め
て
約
一

万
四
千
人
の
学
生
を
抱
え
る
全
国
屈
指
の
総
合
大
学
と
な

り
、
同
窓
生
も
十
三
万
人
を
越
え
る
。

一
○
○
年
を
回
顧
し
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
識
伝
統
の

継
承
と
発
展
を
は
か
る
ｌ
と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、

繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
数
々
の
記
念
事
業
（
オ
ー
ル
関
西

蝿ざ; 錨

に垣内。且

蕊
Ｗ瓦１７審勇雨涜睡櫛8 . 承り愛ｒ

職; 雛妙
“患”

’悪輔織盗一 ｡ f _ 蝉騨鋤丙謹唖酎

ii繍識、『

新学生会館の中庭

一.覇
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ポ
ー
ッ
夜
話

時
代
に
な
っ
た
が
、
そ
の
間
に
も
山
は
静
か
に
待
っ
て
い
て
く
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の
様
な
社
会
情
勢
を
乗

り
越
え
て
各
地
の
山
々
に
登
山
を
展
開
し
始
め
た
。

即
年
を
迎
え
た
私
達
の
兵
工
山
の
会
は
、
去
る
ｎ
月
３
日
に
Ｏ

Ｂ
会
を
開
き
、
旧
兵
庫
県
立
工
業
学
校
の
登
山
部
と
、
現
兵
庫
県

立
兵
庫
工
業
高
等
学
校
の
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
達
が
現
役
の
山
岳
部
の

生
徒
を
混
じ
え
て
㈹
名
近
く
集
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
の
数
川
名
以
上
を
超

え
て
そ
れ
ぞ
れ
に
独
特
の
お
付
合
い
を
持
ち
続
け
て
い
る
。

創
立
当
時
の
昭
和
十
四
年
と
云
え
ば
中
国
大
陸
侵
略
戦
争
の
中

期
で
国
粋
主
義
と
軍
閥
で
正
に
狂
乱
の
時
代
で
あ
り
、
多
く
の
先

輩
達
が
天
皇
の
下
に
狩
り
出
さ
れ
、
明
治
以
来
の
教
育
制
度
と
恐

怖
政
治
に
よ
っ
て
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず
一
色
に
染
め
ら

れ
、
死
出
の
旅
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
様
な
情
勢
の
中
で

登
山
行
為
を
す
る
こ
と
は
ゼ
イ
タ
ク
の
一
言
で
、
旧
登
山
部
は

〃
健
脚
班
″
と
改
名
さ
れ
ク
ラ
ブ
予
算
も
零
と
な
り
、
県
外
行
き

は
禁
止
、
県
内
で
も
一
泊
旅
行
、
登
山
も
県
知
事
の
許
可
が
必
要

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
憤
愁
や
る
方
の
な
い
時
代
の
中
で
世
相
に

合
せ
た
様
な
兵
工
山
の
会
が
創
立
さ
れ
た
の
は
ま
た
止
む
を
得
な

い
事
と
受
け
止
め
て
い
る
。

敗
戦
。
悪
雲
晴
れ
て
、
食
綴
は
勿
論
す
べ
て
の
物
資
が
不
足
の

目

スＢ
ＦＯ

■Ｋ
■

帥
周
年
を
迎
え
た

兵
工
山
の
会

川
崎
泰
男

〈
辱
睡
恥
皿
誇
塞
潅
副
会
長
〉

私
に
と
っ
て
、
山
は
極
道
で
あ
り
喰
べ
物
造
り
が
道
楽
で
趣
味

が
仕
事
と
云
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
残
念
な
が
ら
金
銭
に
は

無
頓
着
で
、
必
要
な
も
の
は
女
房
が
借
金
を
し
て
ま
で
苦
面
し
て

く
れ
る
。
こ
の
点
だ
け
は
全
く
有
難
い
。

登
山
と
云
う
行
為
は
た
と
え
一
日
の
旅
で
あ
ろ
う
と
、
数
カ
月

を
費
す
海
外
登
山
に
し
て
も
、
す
べ
て
の
行
動
は
衣
食
住
の
総
合

し
た
連
続
で
あ
る
。
他
人
同
志
が
、
三
食
共
に
同
じ
物
を
口
に
入

れ
、
イ
ビ
キ
や
歯
ギ
シ
リ
寝
言
で
な
や
ま
し
合
い
な
が
ら
も
、
気

の
合
う
連
中
同
志
は
そ
れ
が
全
く
気
に
な
ら
な
く
な
る
。
微
妙
な

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
他
の
人
達
が
介
入
し
得
な
い
、
一
生
続

く
永
い
付
合
い
の
出
来
る
「
山
友
達
」
と
呼
ば
れ
る
よ
き
友
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
登
山
の
持
つ
格
別
の
一
面
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
例

を
上
げ
て
見
る
と
、
雲
の
上
で
テ
ン
ト
生
活
を
す
る
と
き
、
先
づ

全
員
で
雪
を
踏
み
固
め
た
後
に
テ
ン
ト
を
設
営
す
る
。
そ
の
時
床

に
座
り
込
ん
で
い
る
誰
か
が
一
寸
で
も
動
く
と
下
の
雪
が
め
り
込

ん
で
床
布
を
引
張
り
、
重
心
の
高
い
コ
ン
ロ
の
上
の
鍋
は
一
瞬
の

内
に
狭
い
テ
ン
ト
内
に
投
げ
出
さ
れ
、
全
員
の
食
事
は
無
く
な
っ

て
し
ま
う
。
時
に
火
傷
も
す
る
し
汚
れ
る
、
喰
く
る
こ
と
が
出
来

な
い
、
正
に
悲
惨
と
云
う
他
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
よ
き
山
仲
間

と
い
う
の
は
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
僅
か
な
動
き
を
見
せ
て
も
忽
ち

１
７４
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I畷蝿ilii
四
方
八
方
か
ら
手
が
出
て
鍋
を
確
保
す
る
。
ま
た
慣
れ
て
く
る
と

先
づ
〃
鍋
″
と
云
う
声
を
出
し
て
か
ら
体
を
動
か
す
様
に
な
る
の

が
嬉
し
い
仲
間
意
識
の
成
長
で
あ
る
。
昭
和
蛎
年
の
初
夏
に
谷
上

の
奥
の
柏
尾
谷
池
の
池
畔
で
朝
食
用
の
味
噌
汁
を
製
造
中
、
一
瞬

の
隙
に
砂
地
に
倒
し
、
砂
の
上
に
残
っ
た
鉄
と
ワ
カ
メ
を
池
の
水

で
洗
っ
て
喰
べ
た
事
が
あ
っ
た
。
食
職
難
の
時
代
だ
け
に
そ
の
罪

は
今
で
も
許
し
て
は
貰
え
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
。

こ
の
様
な
経
験
を
積
ん
だ
仲
間
は
、
ど
こ
の
山
へ
行
っ
て
も
す

ぐ
前
を
歩
い
て
い
る
連
中
の
考
え
て
い
る
事
が
伽
％
に
近
く
判
る

様
に
な
る
か
ら
実
に
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
山
に
入
る
動
機
は
色
々
あ
る
。
工
業
学
校
と
云
う
性

格
も
あ
っ
て
長
男
坊
主
の
入
部
の
確
率
が
か
な
り
高
い
こ
と
で
あ

る
。
中
に
は
特
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
入
学
す
る
と
各
ク
ラ
ブ
の

上
級
生
が
新
入
生
を
オ
ダ
テ
た
り
、
驚
か
し
た
り
、
あ
る
い
は
編

（
だ
ま
）
し
た
り
し
て
部
員
の
獲
得
を
す
る
の
は
凄
ま
じ
い
も
の
で

あ
っ
た
。
私
の
場
合
は
少
し
違
っ
て
い
た
。
親
類
が
大
変
多
い
た

め
親
類
同
志
の
色
々
な
話
題
が
餓
鬼
っ
子
の
私
に
は
五
月
蝿
く
惑

ら
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
。
昭
和
加
年
、
楠
公
伽
年
祭
の
と
き
神
戸

の
裏
山
の
城
ケ
越
山
に
、
全
市
内
の
小
学
校
児
童
が
登
っ
て
松
の

苗
木
を
菊
水
の
形
に
植
樹
し
、
錨
山
、
市
章
山
に
次
い
で
菊
水
山

と
改
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
山
の
上
か
ら
見
た
街
の
景

色
は
市
電
の
大
き
さ
が
約
２
ｃ
ｍ
程
に
、
汽
車
は
そ
の
数
倍
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
の
大
人
共
の
ウ
ル
サ
サ
も
僅
か
あ
れ
だ
け

の
中
で
騒
い
で
い
る
の
か
、
と
老
じ
た
途
端
に
山
へ
逃
避
す
る
事

を
思
い
つ
い
た
。
県
工
の
登
山
部
は
二
年
生
入
部
で
あ
っ
た
が
、

恐
い
上
級
生
の
目
を
か
す
め
て
別
の
上
級
生
に
一
年
生
の
と
き
か

ら
無
理
矢
理
に
お
供
を
し
て
登
り
初
め
た
の
が
入
部
の
き
っ
か
け

で
あ
る
。

神
戸
に
生
れ
育
っ
て
釦
数
年
の
な
か
で
卵
年
と
云
え
ば
前
向
き

に
は
途
方
も
な
い
長
い
道
の
り
で
あ
る
が
、
振
返
れ
ば
短
く
感
じ

る
の
が
人
の
世
で
あ
ろ
う
。
本
当
に
い
ま
わ
し
い
軍
国
時
代
、
教

育
制
度
、
軍
隊
生
活
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
一
駒
で
あ
っ
た
。
特

に
培
わ
れ
た
山
友
達
は
、
他
の
社
会
で
は
先
づ
手
に
入
れ
る
こ
と

の
出
来
な
い
大
切
な
宝
物
と
感
じ
て
い
る
。

鰯〔高峰は羅高ノこの感激があるから止められない。

空
b 】

仏

悪

ﾖ

闇

灘
灘

この雄大な景色を味わえるのは、登山者の特権。（1 9 7 8 年２月、大覇尖山）
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こ
の
冬
パ
リ
は

カ
ジ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ン
ド

■

冬
を
迎
え
る
パ
リ
は
カ
ラ
カ
ラ
の
空
気
が
ピ
ン
と

張
り
つ
め
て
街
全
体
が
美
し
く
と
て
も
オ
シ
蔀
し
、

サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
マ
レ
ー
地
区
・
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ

等
、
と
て
も
新
し
く
ト
レ
ン
デ
ィ
な
街
、
そ
の
中
で

も
ひ
と
き
わ
人
気
の
店
が
「
エ
ブ
ー
」
。

カ
ン
ト
リ
タ
ッ
チ
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
雰
囲
気
、
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
「
わ
ら
」
や
枯
葉
、
木
の
枝
を
オ

ブ
ジ
ェ
風
に
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
様
に
飾
っ
て
、
新
鮮
。

今
パ
リ
は
こ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
大
流
行
、
ち
ょ
っ

と
東
洋
風
、
し
め
な
わ
風
、
盆
さ
い
風
で
面
白
い
。

ミ
ラ
ノ
は
ス
ピ
ガ
通
り
で
も
目
立
っ
た
。
今
に
日
本

に
も
す
ぐ
上
陸
し
そ
う
。

そ
し
て
こ
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
が
今
流
行
の
ア
メ
リ
カ

イ
ン
デ
ア
ン
風
な
の
だ
け
ど
、
パ
リ
風
に
シ
ッ
ク
で

粋
、
黒
の
皮
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
と
て
も
や
わ
ら
か
い

セ
ー
ム
皮
の
テ
ィ
ァ
ー
ド
の
全
円
の
ス
カ
ー
ト
、
ウ

エ
ス
タ
ン
ブ
ー
ツ
に
ウ
ー
ル
レ
ー
ス
の
ス
ト
ー
ル
を

肩
に
か
け
た
り
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
ブ
ロ
ー
チ
が
女

ら
し
く
、
コ
ー
ル
天
の
黒
や
皮
の
黒
が
新
鮮
。

ジ
ャ
ー
ジ
と
レ
ー
ス
を
組
ま
せ
た
り
、
き
れ
い
な

刺
繍
で
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
に
、
自
由
に
、
デ
ュ
ン
ト
ラ
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J 錘哨

1認皐霧溺

‐
‐
．
識
蝿
唖
諦
蕊
琴
鯉
唖
軸
唖
睡
瑠

Ｉ
Ｗ
ｌ

ク
ト
に
、
今
や
、
気
分
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
、
組
合
せ
を

楽
し
ん
で
遊
ぶ
心
、
服
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
の
で
は
な

く
、
す
べ
て
生
活
場
面
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
マ
イ
ン
ド
な

の
で
あ
る
。
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F u r の魅力をどうぞ

★
そ
し
て
結
局
は
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン

「
ほ
と
ん
ど
人
気
商
品
は
売
切
れ
の
状
態
で
、
入

荷
予
定
も
未
定
の
ま
ま
な
の
で
す
…
。
」
と
鈴
木
店

長
さ
ん
が
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
位
、
今
ヴ
ィ
ト
ン

の
人
気
は
最
高
で
あ
る
。
神
戸
で
唯
一
の
直
営
店
で

９
月
に
リ
ー
言
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
２
Ｆ
が
お
馴
染
み

Ｌ
Ｖ
柄
の
商
品
、
１
Ｆ
は
、
ボ
ス
ト
ン
と
エ
ピ
シ
リ

ー
ズ
と
い
う
ヴ
ィ
ト
ン
の
入
門
紙
を
卒
業
し
た
人
に

人
気
あ
る
商
品
が
品
格
あ
ふ
れ
る
店
内
に
並
ん
で
い

る
。 ☆

知
る
人
ぞ
知
る
ス
ペ
イ
ン
の
一
流
品
１
口
エ
ペ

〃
は
き
倒
れ
の
街
神
戸
″
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
皮
革
製
品
に
は
ち
ょ
っ
と
ウ
ル
サ
イ
神
戸
っ
子
が

近
頃
、
注
目
し
て
い
る
の
が
元
町
三
越
神
戸
店
に
あ

る
プ
テ
ィ
ッ
ク
ロ
エ
ペ
。
こ
こ
の
皮
製
品
は
、
さ
す

が
ス
ペ
イ
ン
王
室
御
用
達
店
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

上
品
で
質
が
よ
く
、
皮
と
は
思
え
な
い
位
軽
い
仕
上

り
で
あ
る
。
神
戸
は
、
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
上
手
な
街
な
の
で
個
性
的
な
商
品
も
人
気
が
あ
る

と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
青
田
さ
ん
は
語
る
。
ロ
エ
ベ
フ

ァ
ン
に
、
一
番
人
気
の
あ
る
の
が
、
フ
ィ
レ
ー
ネ
山

脈
に
棲
息
す
る
羊
の
皮
を
な
め
し
て
作
っ
た
「
ナ
ッ

パ
」
と
い
う
商
品
。
軽
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ザ
イ

ン
も
ス
ペ
イ
ン
ら
し
い
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
＆
エ
レ
ガ
ン

ス
。
色
は
、
今
後
、
ピ
ン
ク
や
ブ
ル
ー
等
、
従
来
の

パ
リ
で
も
一
番
新
し
い
モ
ン
テ
ー
ー
ュ
ー
店
の
シ
ル

エ
ッ
ト
を
元
町
で
再
現
し
た
と
い
う
店
舗
は
、
入
る

前
に
思
わ
ず
衿
を
正
す
ほ
ど
上
品
で
素
敵
で
あ
る
。

２
カ
月
に
１
回
は
商
品
が
入
荷
さ
れ
る
が
、
今
は

そ
れ
で
も
予
約
し
な
い
と
入
手
は
難
し
い
。
そ
れ
だ

け
人
気
あ
る
の
は
、
や
は
り
超
一
流
の
名
を
独
占
す

る
ヴ
ィ
ト
ン
だ
か
ら
こ
そ
…
で
あ
ろ
う
。

国
中
央
区
元
町
通
３
１
４
‐
９

両
湖
１
３
２
６
１

☆
グ
ッ
と
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
過
す

カ
ジ
ュ
ア
ル
・
タ
イ
ム
／

カ
ラ
フ
ル
な
カ
ラ
ー
・
リ
ン
グ
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
派

の
定
番
に
な
っ
て
い
る
ベ
ネ
ト
ン
。
こ
の
ベ
ネ
ト
ン

の
プ
ッ
ト
・
ウ
ー
ー
ア
の
オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
来
春

関
西
で
初
め
て
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
上
陸
す
る
。

「
ベ
ネ
ト
ン
・
プ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ア
」
と
名
付
け
ら

れ
た
同
店
は
、
お
な
じ
み
の
ラ
イ
ト
で
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ

ト
な
カ
ラ
ー
が
、
グ

レ
ー
を
雄
訓
に
し
た

店
内
を
彩
ど
る
。

し
↓
ア
イ
ス
ル
」
メ
ン

プ
ズ
が
占
め
る
割
合
は

シ
半
々
、
他
に
カ
バ

キ
ン
、
小
物
、
ア
パ
レ

ス
ル
以
外
の
ベ
ネ
ト
ン

、
グ
ッ
ズ
を
豊
溢
に
‘
と

に
り
そ
ろ
え
た
ト
ー
タ

か
ル
展
開
を
み
せ
る
。

や
足
元
か
ら
ウ
キ
ウ
キ

軽
し
て
く
る
ベ
ネ
ト
ン

の
お
酒
落
度
に
注
目

し
た
い
。

回
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

東
館
Ｂ
１

★
モ
ー
ド
メ
イ
ト
ミ
チ
コ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ

ィ
華
麗
に
蘇
る
請
物
連

供

観
④
弱
国
弓
窪
勘
題
画
邑
園
勘
弓
④
胃

遠いのワカル人へ一
黒
・
茶
・
赤

色
に
加
え
て

登
場
す
る
予

定
。
皿
月
幻

日
に
は
、
Ｗ

Ｆ
Ｆ
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て

ロ
エ
ペ
自
身

を
招
い
て
の

加
春
夏
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
ロ

エ
ベ
熱
は
し

ば
し
続
き
そ

う
だ
。

日
中
央
区
元

町
通
３
１
９

１
８
三
越
元

町
三
番
街
店

曾
鋤
１
７
４

５
３

世界のヴィトン

ダ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
け
れ
ど
〃
想
い
〃
は
一
杯

詰
ま
っ
て
い
る
和
服
が
誰
に
も
１
枚
や
２
枚
は
あ
る

は
ず
。
そ
ん
な
和
服
達
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
藤
井
美
智

子
の
手
で
華
脳
に
蘇
っ
た
。

ケ
ン
ゾ
ー
フ
ァ
ン
に
は
大
満
足
で
き
る
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る
。
場
所
も
、
胴
居
留
地
な
の
で
、
ゆ
っ
た
り
と

ケ
ン
ゾ
ー
の
世
界
に
浸
れ
る
。
「
フ
丁
ム
」
の
テ
ー

マ
は
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
等
、
民
族

的
な
ラ
イ
ン
、
「
オ
ム
」
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
物
を

揃
え
て
い
る
の
で
量
も
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
ら
し
い
商
品
が

入
手
で
き
る
。
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
で
魅
力
的

変
身
を
…
。

回
中
央
区
海
岸
通
６
宮
類
－
２
３
９
４
１
６

☆
汽
固
ｚ
園
。
ブ
ラ
ン
ド
ト
ー
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
日
本

第
１
号
店
海
岸
通
り
に
登
場
１

i 制韓

ｎ
月
４
日
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ブ
ッ
バ
レ
ン
シ
ア

ホ
ー
ル
で
行
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
「
華
亜

な
る
宴
」
は
、
そ
ん
な
愛
す
べ
き
一
枚
の
大
変
身
の

宴
で
あ
っ
た
。
シ
ョ
ー
は
３
部
構
成
で
、
第
１
部
は

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
滝
え
り
子
と
小
田
格
の
ピ
ア
ノ
に

よ
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ス
テ
ー
ジ
。
流
さ
ん
の
衣
裳
は

３
才
の
時
の
羽
織
を
ド
レ
ス
に
リ
ォ
ー
ム
し
た
も

の
。
第
２
部
は
、
モ
ー
ド
メ
イ
ト
ミ
チ
コ
の
生
徒
達

の
作
品
に
よ
る
シ
目
Ｉ
、
第
３
部
は
悩
石
料
理
の
美

食
の
宴
と
な
っ
た
。
「
古
さ
の
中
か
ら
新
し
さ
を
求

め
る
」
す
ば
ら
し
い
シ
ョ
ー
パ
ー
テ
ィ
で
あ
っ
た
。

繊灘

１
７８
１

華麗なる変身〃

パ
リ
を
拠

点
に
世
界
の

そ
い
瀞
確
謎
訂

一
エ
ザ
イ
ナ
ー
高

よ
田
蟹
一
一
一
氏
の

へ
グ
ラ
ン
ド
シ

ド
ョ
ッ
プ
「
ケ

レ『
ン
ゾ
ー
・
パ

ワ
リ
」
が
、
海

ひ
岸
迦
に
オ
ー

ｚ
プ
ン
。
「
フ

Ｎ
ア
ム
」
「
オ

唾
垂
｛
守
睡
わ

－
ル
プ
ラ
ン

ド
が
集
合
、

☆
イ
ン
ポ
ー
ト
も
の
大
集
合
／
ペ
ニ
ー
毛
皮
店

ｎ
月
ｎ
．
廻
日
、
神
戸
商
工
会
議
所
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
で
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
主
催
の
イ
ン
誤
Ｉ
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
た
。
セ
ー
プ
ル
、
ミ
ン

ク
、
ロ
リ
ス
等
の
毛
皮
と
レ
ザ
ー
で
約
１
０
０
０

点
、
賞
金
属
そ
の
他
カ
シ
ー
ー
ョ
ー
ル
、
ミ
ロ
、
ロ
ー

ラ
ン
サ
ン
等
の
作
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
。

「
毛
皮
は
賛
沢
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
あ
り

ま
す
が
、
働
く
女
性
が
多
く
な
っ
た
今
、
保
温
性
、

実
用
性
に
優
れ
た
毛
皮
こ
そ
生
活
に
取
り
入
れ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
大
島
社
長
は
語
る
。

国
問
合
せ
／
曾
測
１
３
３
２
７
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
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上品で､ フェミニンなデザイン。
女性の美しさを追求する
ヴァレンティノ･ ガラヴァーニは、
着るたびに満足感を与える服を、
世界に送り出しています。

valeminogaravani
ワンビース(毛１００％）1 8 0 , 0 0 0 円

ｗＯＲｍ ＲＲＣＲＰＴ１( )Ｎ
ﾜ ｰ ﾚ ドﾚ セプション

6,on｢Absoc
⑳

ValenlinogamVanl

ラーラ
q9”形W W m 』〃

GlANMARodVb,J、
ＳＴＵＤｌｏ

lOM
FIm R I咽

田本歴ＢＦ

－< ワールドレセプション> －

記戦表示価格は消燕M 抜きの価格でございます。

② 珊照

おとなになっても。(）

市となになって、
ことばの贈りものをもらうようになったいまも、
昔と同じようにときめいている。

『言%溌濡黙墓り議しだ。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



C o c kにａｉｌｏ語ＫＯＢＥ

一～ミニ

一画画電昌

馨秋＆朱冬
お酒を飲む雰囲気を大切に

若山晴洋。愛子夫妻

ＥＸ〔ＹＴｊＺＶＧＣＨＲｌＳｍＬ１Ｓ

ＢＡＲ／オードブルとドリンクのクリスマスセット・お2 人様3 , 5 0 0 円､ 1 2 , 0 0 0 1 ' 1 ( 税サ別）
誉らら／お1人様15,0001』I(税サ別）CASA／お1人様12,000111(税サ別）

C A S A /きららは予約制｡２M : 5 : 0 0～肌: 1 2 : 0０

こ
こ
、
六
甲
の
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
に
は
妻
と
何
度
か
訪
れ
て
い

る
。
澄
ん
だ
空
気
、
緑
に
囲
ま
れ
た
高
台
、
神
戸
ら
し
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
店
の
雰
囲
気
を
創
り
出
し
て

い
る
大
切
な
要
素
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
る
。

私
の
場
合
お
酒
は
、
料
理
と
一
緒
に
店
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
サ
ー

ビ
ス
等
、
シ
チ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
丸
ご
と
味
わ
い
な
が
ら
飲
む
。

妻
と
ふ
た
り
で
様
々
な
店
を
訪
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
、
建
物
や
立
地
条

件
、
店
作
り
ま
で
を
研
究
が
て
ら
食
べ
あ
る
い
て
い
る
が
、
こ
ぢ

ん
ま
り
し
た
店
で
も
大
き
な
店
で
も
、
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
の

個
性
が
感
じ
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
面
白
い
。

毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ふ
た
り
で
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。
も
ち
ろ
ん

家
庭
で
も
小
さ
な
パ
ー
テ
ィ
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。
今
、
目
の

前
で
手
際
よ
く
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
は
、
ほ
の
か
に

馨
し
い
秋
色
と
、
寒
気
に
灯
を
点
し
た
よ
う
な
朱
色
の
２
杯
。
今

年
は
口
当
た
り
の
良
い
カ
ク
テ
ル
を
プ
ラ
ス
す
れ
ば
、
い
つ
も
よ

り
話
が
弾
ん
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
り
そ
う
だ
。

わ
か
や
ま
・
は
る
ひ
ろ
口
ｌ
ズ
ガ
ー
デ
ン
有
限
会
社
代
表
取
締
役
社
長
。
昭
和

別
年
、
北
野
町
・
異
人
館
通
り
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
を
設
立
、
以
後
北
野
町
界
隈
に
数
々
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
を
展
開
。

Ｌ
一

宮宮

一

弛
典
轍
柵
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銀座サロン･ オープン( 平成元年' １月）
〒1 0 4 東京都中央区銀座2 - 8 - 5 石川ビル1 階
念(03)564-4575ＦＡＸ(０３)564-6530

ｰ

おいG A L L E I W U M E D A

GlllNlZl/I
SlAlUOlN

潅
怖
Ｉ
‐
胆
賢

､ノ

箇慧菌梅田画廊〒531大阪市北区曽根崎2-3-9壷(06)364-5071㈹
ＧＡＬＬＥＲＹ・

U M E D , とＩ梅田近代美術館( 画廊東隣第一生命ビル東館6 Ｆ) 。ウメダ美術貿易･ ウメダアート
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有限会社林企画建設
代表取締役林宏
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